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 エ  コ ヨ
 を識別しており,46家族の調査でも遺伝法則違背例は認められず,Pf・H・P2の推定
 遺伝子頻度はそれぞれ0.718,0.238,0.044であった。新たに検出されたP∫Msubvariantsは
 個人識別や親子鑑定に有用な指標であり,従来の方法では日本人における偽父否定確率が殆どゼ
{
 ロであったものを20.0鰯に向上させた。
 次に,Tf血清型(健康人300例)については,3型の通常のTfC亜型と9例の変異型,即ち,
 fast型の4例とslow型5例がみられた。44家族の調査ではメンデルの遺伝法則から期待され
 る通りであった。推定遺伝子頻度は,Tfc1=0.773,Tfc2=0.212,TfD砺=0.008であり,
 ツごヂ
 Tf(変異型)のそれは0.007で,従来の偽父否定確率L5%を15.8%に上昇させた。
 次に,PGM1血球酵素型(健康人227例)については,10型の通常のPGM1亜型と5型の稀
 な変異型を証明し・40家族の調査では・PGM1とPGMfのsu.baUelesが確認された。通常の
 推定遺伝子頻度はPGMi+・PGM1㍉PGMl+・PGM『がそれぞれ0.67LO・107・0.16LO.061
 であった。稀な変異性の新たなパターンとゲルの新しい保存法も明らかにしている。この新しい
 システム,即ち,4対立形質により,日本人における偽父否定確率を14.3%から29,4%に高めた。
 次に,DIA3精子酵素型(男性264例)については,既報のドイツ人やイギリス人での通常
 の3対立形質のほかに,DIAlと命名される新しい稀な対立形質を確認した。通常みられる5型
 の表現型による推定遺伝子頻度は,DIAl=0.837,DIAl=0.143,DIAl=0.020であった。
 以上の如く,本論文は日本人における血液・精液の多型性遺伝形質を等電点電気泳動法によっ
 て明らかにしたものであり,加えて,未知め変異型を発見しており,学位授与に値するものと認
 められる。
 一48一
